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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

俳句 浜田久子さん
（八幡西区）

連休に入り、リュック背
に若葉の中を藤を観に行き
ました。少し膝が気になり
ながらすばらしい香りの中
忘れて歩きました。藤の下
お弁当を広げ友の笑顔の
中、楽しい一刻を過ごしま
した。

木彫 武智ツモルさん
（中山）

髪の葉っぱが重ならないようにいろ
いろな模様でもう少し工夫すれば、重
くならなかったか。頭が重そうです。 人

溢
れ  

香
り
い
っ
ぱ
い  

藤
の
寺

鞍寿の里入所者
（鞍寿の里）立体細工

レクリエーションの時間を使い、入所者と
スタッフで楽しく作りました。昨年の美術
展に出品しました。見学へ行ったとき、子
どもが見てい
るのを見つけ
た入所者の笑
顔がとてもう
れしそうでし
た。

傘
寿
記
念
同
級
会

●
有
松
弘
美
（
弥
生
）

古
月
小
学
校
第
55
回
卒
業
生
（
昭

和
20
年
卒
業
）
の
男
女
24
名
が
４

月
15
日
傘
寿
記
念
同
級
会
に
参
加

し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
昔
と
少
し

も
変
わ
ら
な
い
容
姿
や
雰
囲
気
か
ら

高
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
さ

の
中
に
も
、
年
齢
が
浮
か
び
往
時 

を
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
前
で

記
念
写
真
に
笑
顔
で
応
え
た
後
、
会

場
に
移
動
し
一
堂
に
会
し
て
旧
交
を

あ
た
た
め
、
宴
の
盛
り
上
が
り
の
中

で
童
心
に
帰
り
時
間
を
気
に
せ
ず
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
満
悦
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
心
身
と
も
に
自

愛
し
て
、
次
回
の
米
寿
で
の
再
会
を

約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

第
９
回
鞍
手
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
で
好
成
績

●
鞍
手
武
道
館
柔
道
ク
ラ
ブ

４
月
15
日
に
町
立
武
道
館
に
て
、
第
９
回
鞍
手
武
道
館
少
年
柔
道
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
15
団
体
、
約
三
百
人
が
参
加
し
、
鞍
手
武
道
館
柔

道
ク
ラ
ブ
か
ら
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
丸
数
字
は
順
位
。（
敬
称
略
）

●
成
績　

▽
団
体
５
人
制
の
部
＝
①
（
先
鋒
…
立
花
琉
俄
（
新
延
小
１
年
）、

中
堅
…
牛
垣　

葵
（
剣
北
小
３
年
）、
副
将
…
山
口
愛
斗
、
大
将
…
山
口
大

河
））
▽
団
体
３
人
制
の
部
＝
②
（
先
鋒
…
柳
原
敬
彦
（
剣
北
小
６
年
）、
中

堅
…
田
中
侑
美（
新
延
小
６
年
）、大
将
…
加
藤
駿
平（
剣

北
小
６
年
））
▽
個
人
戦
３
、
４
年
女
子
の
部
＝
③
松

本
紋
奈
（
新
延
小
４
年
）
③
立
石
泉
水
▽
個
人
戦
１
年

男
子
の
部
＝
①
立
花
琉
俄
（
新
延
小
１
年
）
▽
個
人
戦

４
年
男
子
の
部
＝
③
植
畑
雅
稀
（
剣
南
小
４
年
）
▽
個

人
戦
６
年
男
子
の
部
＝
②
加
藤
駿
平
（
剣
北
小
６
年
）

大
谷
自
然
公
園
で
親
子
教
室

●
株
式
会
社
ス
ピ
ナ

大
谷
自
然
公
園
の
指
定
管
理
者
の
「
株
式
会
社
ス
ピ
ナ
」
は
、
次
の
と
お

り
親
子
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

６
月
17
日
（
日
）、
６
月
24
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

●
内
容　

▽
６
月
17
日=

段
ボ
ー
ル
ピ
ザ
と
サ
ラ
ダ
作
り
▽
６
月
24
日=

竹

馬
作
り

●
と
こ
ろ　

大
谷
自
然
公
園

●
参
加
費　

一
家
族
五
百
円
（
２
人
分
の
材
料
代
、
３
人
目
か
ら
は
二
百
五
十

円
追
加
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

▽
６
月
17
日=

軍
手
▽
６
月
24
日=

切
り
出
し
ナ
イ

フ
●
申
込
期
限　

▽
６
月
17
日
申
し
込
み
分=

６
月
12
日
（
火
）
▽
６
月
24
日

申
し
込
み
分=

６
月
19
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社
ス
ピ
ナ
☎
（
０
９
３
）
６
７
１
局

０
９
０
３
番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

押し花手編み
段染めの糸でラグランセーターを編
みました。襟ぐりはガーター編みです。
襟の開き具合が広く、浅くなので、思
いもよらず、脱ぎ着がとっても楽でラッ
キーでした。

家で栽培している月下美人です。
夜中にみごとにひらいた大輪を収穫
し、押し花にしてみました。一夜限
りの花が押し花として永久保存出来
て、満足して
います。

奈木野ツヤ子さん
（中山）

新原益代さん
（中山）

Relay Essay

　

晴
れ
た
ら
い
い
ね
。
と
い
う
よ
り
、
ど
う

し
て
も
晴
れ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
の
で

す
。

　

私
は
商
工
会
青
年
部
員
と
し
て
、
現
在
今

夏
の
「
く
ら
て
星
空
シ
ア
タ
ー
」
の
準
備
の

真
っ
最
中
だ
。

　

十
年
前
に
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
思
い

出
に
残
る
夏
祭
り
を
」
と
の
思
い
か
ら
、
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
て
た
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン

に
て
野
外
映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
、
大
勢

の
親
子
連
れ
の
皆
さ
ん
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

「
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
」
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
や
ご
支
援
の

お
陰
で
、
隔
年
で
開
催
し
て
き
た
こ
の
「
く

ら
て
星
空
シ
ア
タ
ー
」
も
今
年
で
第
６
回
を

迎
え
ま
す
。

　

前
回
は
上
映
前
の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
目

指
し
、
親
子
木
工
教
室
に
丸
太
切
り
大
会
、

子
ど
も
た
ち
の
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
団
体
に
と
っ
て
は
最
も
大
き
な
事

業
で
あ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
作
品
の

選
定
や
広
報
、
ス
テ
ー
ジ
や
会
場
作
り
、
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
出
店
の
準
備
、
当
日
の
天

気
や
風
な
ど
苦
労
や
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
映
画
が
始
ま
る
前
の
子
ど
も
た
ち

の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
顔
、
上
映
後
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
拍
手
を
お
く
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
る

と
、
そ
の
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛
び
ま
す
。

　

お
と
な
に
な
っ
た
彼
ら
が
、
子
ど
も
の
頃

の
楽
し
か
っ
た
鞍
手
の
思
い
出
と
し
て
、
こ

の
夏
祭
り
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
年
の
９
月
８
日
は

ど
う
し
て
も
晴
れ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。

　

満
天
の
星
空
の
下
、
み
ん
な
で
映
画
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

晴
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
!!

次
回
は
、
堀
角
泰
正
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
高
幸
さ
ん
（
中
山
・
41
歳
）
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

地
域
子
育
て
支
援
行
事

劇
団
バ
ク
の
昔
ば
な
し

●
鞍
手
町
立
保
育
所

７
月
１
日
、
町
立
保
育
所
主
催
の
地
域
子
育
て
支
援

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
劇
団
バ
ク
の
昔
ば
な
し

「
ね
ず
み
の
す
も
う
」
で
す
。
楽
し
い
歌
や
手
遊
び
も
あ

り
ま
す
よ
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

７
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら 

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟
）

●
入
場
料　

無
料
（
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

各
保
育
所
（
剣
第
一
保
育
所
☎
４
２
局

０
３
０
１
番
、
西
川
第
一
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７

８
番
、
古
月
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７
７
番
）
ま
で

＊＊　ねずみのすもうのあらすじ　＊＊
やせねずみと太っちょねずみは相撲が大好き。
でも、やせねずみはいつも負けてばかり。
おじいさんとおばあさんはやせねずみにおもちを作って食べ
させてあげます。
さあ、明日の相撲はどちらが勝つのでしょうか ?

昔ばなし


